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ICP-MS. The recovery of each element was greater than about 80％





汚れが伝わり汚染の原因になるなどの理由で本分析の



ル数を5回計測した。その結果、いずれの測定場所に



め試料中の不純物由来と考えられる。そこで、試料量

を変化させたときのZn検出量を測定した。Fig.３に示

すように、試料量とZn検出量が比例する結果が得ら

れた。また、各試料量におけるZn分析値の平均は





を添加することによって回収実験を行い、各元素の回

収率を求めた。結果をTable８に示す。いずれの元素
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